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提案水害対策

提案

150年に1度の水害時に
1階が浸水した場合でも、

庁舎防災機能は
維持可能な計画とします。

日常の使いやすさを
最優先に考えた

市⺠に優しい
バリアフリーな
庁舎とします。

水害対策
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水害対策

提案

↓
免震構造

例／山鹿市庁舎
熊本地震（震度5強）による、建物（外装・内装とも）
被害は一切ありません

地震はいつ何処で発生するかは
想定が困難であるため、答申を尊重し、
より耐震性のある施設を計画していくものとする。

地震対策
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地震対策

「2015年度版建築物の構造関係技術基準解説書」より
支持層の厚さは最低3ｍ以上、できれば5ｍ〜10ｍ必要と記載

坑道対策

※一般的には10ｍ以上掘ることはない
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提案階層比較

提案配置計画
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提案平面計画の考え方

提案断面計画の考え方

1-3Ｆ:    市⺠窓⼝フロア
4Ｆ:        執行部・災害対策フロア
5Ｆ:        議会フロア


